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　今夏の夏休み体験教室第1回は、「森林学習と木工作」
　高知県立森林研修センター　情報交流館の協力で、森林の果たす役割について学習した後、
間伐材の端材や、木の実、小枝等を使って環境に配慮した木工作に取り組みました。参加した子ど
もたちは、想像力を働かせながら自由な発想で、思い思いの作品を完成させました。

　今夏の夏休み体験教室第1回は、「森林学習と木工作」
　高知県立森林研修センター　情報交流館の協力で、森林の果たす役割について学習した後、
間伐材の端材や、木の実、小枝等を使って環境に配慮した木工作に取り組みました。参加した子ど
もたちは、想像力を働かせながら自由な発想で、思い思いの作品を完成させました。

夏休みの宿題ができた！　
７月30日　馬路村集会センターうまなび７月30日　馬路村集会センターうまなび
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令
和
6
年
6
月
30
日
に
、
い
の
町

で
高
知
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
、
中

芸
広
域
連
合
消
防
本
部
の
代
表
と
し

て
、
馬
路
村
消
防
団
馬
路
分
団
が
出

場
し
ま
し
た
。
操
法
は
、
消
防
団
員

が
5
人
一
組
で
防
火
水
槽
か
ら
ポ
ン

プ
で
水
を
く
み
、
3
本
の
ホ
ー
ス
を

つ
な
げ
て
火
点
め
が
け
て
放
水
し
、

消
火
ま
で
の
時
間
や
機
材
操
作
の
正

確
さ
を
競
う
競
技
で
す
。

　
選
手
は
4
月
か
ら
練
習
を
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
が
終
わ
っ

た
後
、
週
3
回
2
時
間
程
度
の
猛
練

習
に
励
み
ま
し
た
。
時
間
も
体
力
も

削
ら
れ
る
中
、
練
習
後
に
は
そ
の
日

の
練
習
映
像
を
見
て
反
省
す
る
な

ど
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
大
会
ま

で
準
備
し
、
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

　
大
会
は
馬
路
村
消
防
団
長
・
中
屋

博
義
氏
の
開
会
宣
言
、
選
手
と
し
て

2
番
員
を
務
め
る
乾
ま
り
の
さ
ん
の

選
手
宣
誓
に
よ
り
開
会
し
ま
し
た
。

　
馬
路
村
消
防
団
は
今
大
会
の
1
番

目
に
操
法
を
披
露
し
、
選
手
た
ち
が

目
標
と
し
て
い
た
70
点
を
大
き
く
上

回
る
82
点
を
マ
ー
ク
。
全
体
4
位
の

高
順
位
と
な
り
、
中
芸
管
内
で
も
過

去
最
高
の
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
練
習
の
成
果
が
い
か

ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
選
手
た
ち
が
口

を
そ
ろ
え
て
「
練
習
で
も
こ
ん
な
に

う
ま
く
い
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と
言

う
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
、
消
防
活
動
に
尽
力
し
ま
す

の
で
、
活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲乾まりのさんの選手宣誓 ▲中屋博義団長による開会宣言

▲競技前の円陣、気合を入れます ▲火点に向かって放水開始！

▲指揮者の部　長野桃太さん
　優秀賞を受賞

　▶
左
か
ら
指
揮
者
：
長
野

　桃
太
さ
ん

　
　
　
　
　1
番
員
：
山
﨑

　和
幸
さ
ん

　
　
　
　
　2
番
員
：
乾

　ま
り
の
さ
ん

 

　
　
　
　
　3
番
員
：
安
養
寺

　史
一
さ
ん

　
　
　
　
　補
助
員
：
木
下

　鉄
人
さ
ん

                                                                                  令
和
6
年
度 

高
知
県
消
防
操
法
大
会

　馬路村消防団は、ともに活動を行う団員を募集しています。
ご興味のある方は、役場総務課（☎（8）44－2111）までご連絡ください。
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役場職員の給与
　令和6年4月1日現在における役場職員の給与を公表します。給与は民間給与との比較により出された国の人事委員会勧
告に準じた内容で条例議案がつくられ、特別職等の報酬は特別職報酬等審議会での審議を経て、いずれも村長により議会
に提出されたのち、議会の議決をもって決定されることとなっています。

１．職員給与費の状況（一般会計予算：令和6年度当初）　

2. 職員の平均給料月額・平均給与月額および
 平均年齢の状況（一般会計予算：令和6年度当初）

6.  特別職等の報酬の状況

3.  一般行政職の級別職員数の状況（一般会計予算：令和6年度当初）

5.  職員手当の状況

4.  職員の初任給の状況

区　　　分

区　　分

区　　　　　　　　　　　　　分 状　　　　　　　　　　　　　況

1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級

標準的な
職務内容

主事補
主　事 主　任 主　幹 係　長

主　監
次　長
保育所長

課　長
支所長

会計管理者
職 員 数
構 成 比

扶　養　手　当 配偶者 6,500円
1人　10,000円　　16～22歳の子　1人　5,000円加算
家賃　12,000円を超える場合
家賃に応じて　27,000円を限度に支給
55,000円までは全額支給
距離に応じ　3,300円～34,400円を支給
なし

有（ ）ただし、特例措置により、勤勉手当に
ついては、加算措置を行わない

配偶者以外の扶養親族

借家の場合

交通機関等利用者
交通用具使用者
片道2km未満の者

支給期別
6月期
12月期
計

住　居　手　当

通　勤　手　当

期末・勤勉手当

計

区　　　　　　　分

　※平均給与月額とは、平均給料月額に
　　扶養手当、住居手当等の手当を加算
　　したものです。　　　　　　

一般行政職
大  学  卒
高  校  卒

初　任　給 期末手当

一　　　般　　　行　　　政　　　職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

職　員　数 １人当たり
給　与　費

給　　　　　 与　　　　　 費
給　　　料 職 員 手  当 期末・勤勉手当 計

令和6年度

（単位：千円）

6月期

12月期

合　計

区　　　分

村　　　長

副　村　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

制度上の段階、職務の
等級による加算措置

295,218円 318,932円 38.9歳

5,52239人 138,162 21,725 55,483 215,370

8人
20.5％

7人
18.0％

11人
28.2％

2人
5.1％

5人
12.8％

6人
15.4％

39人
100.0％

187,300円
166,600円

報酬月額

704,000円

610,000円

568,000円

250,000円

200,000円

175,000円

1.625月分

1.625月分

3.25月分

期末手当
1.225月分
1.225月分
2.45月分

勤勉手当
1.025月分
1.025月分
2.05月分

計
2.25月分
2.25月分
4.50月分
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　７月２０日（土）に魚梁瀬丸山公園内でフェスティバル魚梁瀬を開催しました。
　皆さま、『フェスティバル魚梁瀬2024』は楽しかったですか。
　よさこい鳴子踊りや、餅投げ、ふるさと劇団杉ぼっくりや、ゲストによる演芸、富くじなどもあり、約350人の方の来場により、
とてもにぎやかに開催することができました。特に夜空に咲く大輪の花火は、皆さま方の心の中に、思い出が深く残ったこと
と思います。
　また、魚梁瀬丸山公園内から森の駅に行くまでの道中に、魚梁瀬小・中学校の児童・生徒と魚梁瀬地域おこし協力隊
らで手作りしたペットボトルランタンを飾り、足元の安全策に工夫をしてみました。
　村民の皆さま方のご協力で、無事に終えることができました。ありがとうございました。

▲魚梁瀬小・中学校の児童、生徒　手作りペットボトルランタン

フェスティバル魚梁瀬 2024フェスティバル魚梁瀬 2024フェスティバル魚梁瀬 2024

集落活動センターやなせ集落活動センターやなせ
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6
月
定
例
会

　令和6年6月定例会は、6月4日から7日までの4日間の会期で開催された。
　4日は、諸般の報告に続いて、諮問議案2件を適任とし、専決処分の承
認議案4件を審議、採決後、繰越明許費2件の報告を受けた。その後、8議
案の提案説明が行われた。
　5日は議案精査のため休会。
　6日は 4氏が一般質問を行った後、議案の審議、採決が行われ、指定管
理者の指定、条例の一部改正、令和6年度補正予算を可決し、会期を 1日
繰り上げて閉会した。

令和6年 第2回　定例会で議決された議案などの賛否一覧表　　○：賛成　×：反対　欠：欠席　—：議長

岡
田
元
生

枦
山
民
夫

山
中　

隆

皆
津
由
理

吉
松
正
博

岩
城
勝
則

小
松　

博

五
味
隆
仁

結
果

諮問議案第1号 人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて（川内みさ）○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 適
任

諮問議案第2号 人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見を求めることについて（門田美香）○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 適
任

承認議案第1号 専決処分の承認を求めることについて（馬路村税条例の一部を改
正する条例について） ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ― 承

認

承認議案第２号 専決処分の承認を求めることについて（馬路村国民健康保険税条
例の一部を改正する条例について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 承

認

承認議案第3号 専決処分の承認を求めることについて（公益的法人等への職員の
派遣等に関する条例の制定について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 承

認

承認議案第4号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度馬路村一般会
計補正予算（第９号）について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 同

意

報告第１号 令和５年度馬路村一般会計繰越明許費の報告について 報
告

報告第２号 令和５年度馬路村簡易水道特別会計繰越明許費の報告について 報
告

議案第１号 馬路森林鉄道の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 可
決

議案第２号 インクラインの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 可
決

議案第３号 馬路村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 可

決

議案第４号 馬路村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例について × ○ ○ ○ ○ × 欠 ― 可

決

議案第５号 令和６年度馬路村一般会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 可
決

議案第６号 令和６年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 可
決

議案第７号 令和６年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 可
決

議案第８号 令和６年度馬路村診療所特別会計補正予算（第1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 可
決

議員提出議案第１号 議員派遣の件について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ― 可
決

第177号

　
一
般
質
問
に
は
、4
氏
が
立
ち
、

次
の
と
お
り
質
問
を
行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

問　
教
職
員
不
足
は
、政
府（
文

部
科
学
省
）
も
実
態
を
把
握
し

認
め
て
い
る
。
昨
年
、魚
梁
瀬
・

馬
路
両
学
校
を
視
察
し
、
電
子

黒
板
、タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
等
、

時
代
の
変
化
に
驚
き
、
こ
れ
が

正
解
な
の
か
と
感
じ
る
。
過
去

の
ゆ
と
り
教
育
時
代
を
今
に
な

っ
て
誤
り
で
あ
っ
た
と
反
省
し

て
い
る
が
、
こ
の
状
況
を
考
え

る
と
村
独
自
の
教
育
が
あ
る
の

で
は
と
思
う
。
教
育
長
と
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

問
う
。

　
答
　（
教
育
長
）

　

ゆ
と
り
教
育
に
よ
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
自
由
な
時
間
が
増
え

た
結
果
、
自
ら
本
を
読
む
時
間

が
減
り
、
遊
ぶ
時
間
ば
か
り
が

大
き
く
増
え
た
と
分
析
し
た
政

府
は
、
国
際
学
習
到
達
度
調
査

村
の
教
育
に
つ
い
て

山
中
隆
　
議
員

一
般

質
問

編集・発行
馬路村議会
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の
結
果
を
境
に
、
子
ど
も
た
ち

の
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

を
大
き
く
高
め
る
た
め
、
減
り

続
け
て
き
た
授
業
時
間
の
増
加

を
決
定
し
、
脱
ゆ
と
り
教
育
へ

と
転
換
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

令
和
の
日
本
型
教
育
の
実
現
に

向
け
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協

働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実

を
図
り
、
主
体
的
、
対
話
的
で

深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
打
ち

出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ

の
中
、
馬
路
村
に
お
い
て
も
ハ

ー
ド
面
で
は
一
人
一
台
端
末
の

導
入
や
電
子
黒
板
の
整
備
を
行

っ
た
。
ま
た
、
新
学
習
指
導
要

領
に
の
っ
と
り
、
各
学
校
に
お

い
て
教
育
計
画
を
立
て
、
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

本
村
の
独
自
の
教
育
の
特
徴

と
し
て
は
、
馬
路
・
魚
梁
瀬
と

も
に
小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組

み
、
一
人
一
人
の
学
力
の
向
上

と
生
き
る
力
を
育
み
、
小
学
校

の
複
式
解
消
の
た
め
、
中
学
校

教
員
の
乗
り
入
れ
授
業
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
教
科
を

教
え
て
い
る
。
ま
た
、
対
話
的

な
学
び
に
よ
る
郷
土
愛
の
育

成
、
協
働
的
な
学
び
に
よ
る
探

究
的
な
学
習
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
加
え
て
、
村
単
独
に

よ
る
学
習
支
援
員
を
配
置
し
現

場
支
援
に
努
め
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
尽
力
し

て
い
く
。

問　
高
知
県
や
国
有
林
発
注
の

林
業
・
土
木
事
業
者
入
札
制
度

は
、
入
札
に
よ
っ
て
競
争
さ
せ

決
定
し
契
約
を
締
結
す
る
指
名

競
争
入
札
と
、
公
告
に
よ
る
不

特
定
多
数
の
者
を
競
争
さ
せ
る

一
般
競
争
入
札
が
主
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
落
札
の
決
定
方
式
が

ま
ず
価
格
で
あ
る
。
高
知
県
で

は
価
格
以
外
の
要
素
と
し
て
、

企
業
の
技
術
的
能
力
、安
全
性
、

技
術
者
の
能
力
、
地
域
貢
献
度

を
評
価
基
準
と
す
る
総
合
評
価

方
式
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ

の
数
年
、
村
内
の
林
業
事
業
者

は
価
格
の
面
で
、
土
木
事
業
者

は
総
合
評
価
方
式
等
に
よ
り
、

受
注
で
き
ず
に
村
外
事
業
者
の

落
札
が
多
く
な
っ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
地
元
の
貢
献
が
あ
っ

て
こ
そ
の
林
業
・
土
木
事
業
者

で
あ
り
、
ま
た
緊
急
な
災
害
等

が
あ
っ
た
場
合
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
の
は
村
内
土
木
事
業
者

で
あ
る
。
高
知
県
や
国
有
林
の

入
札
制
度
方
式
は
、
簡
単
に
は

変
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
馬
路
村
が
先
頭
を
き
っ
て

地
域
貢
献
度
に
対
し
て
の
評
価

基
準
を
も
っ
と
重
要
視
し
て
も

ら
う
よ
う
、
強
く
訴
え
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
が
、
村
長
の
考

え
を
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

土
木
事
業
の
入
札
制
度
は
、

国
で
は
ほ
と
ん
ど
が
一
般
競

争
入
札
で
あ
る
。
高
知
県
で

も
原
則
は
一
般
競
争
入
札
で
、

5
0
0
0
万
円
以
下
に
つ
い

て
指
名
競
争
入
札
を
適
用
で
き

る
と
し
て
お
り
、
価
格
競
争
が

原
則
と
な
っ
て
い
る
。
総
合
評

価
方
式
は
、
一
般
競
争
入
札
で

適
応
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
企
業
評

価
型
と
呼
ば
れ
る
制
度
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
国
の
林
業
事
業
の

入
札
制
度
は
、
物
品
販
売
の
入

札
制
度
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
お

り
、
総
合
評
価
方
式
の
企
業
評

価
型
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
土
木

工
事
の
よ
う
に
最
低
入
札
価
格

制
度
が
適
用
さ
れ
ず
、
基
本
的

に
価
格
で
の
競
争
が
エ
ス
カ
レ

ー
ト
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

地
元
事
業
者
の
存
在
は
、
地

域
の
安
心
安
全
、
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
重
要
な
産
業
で

あ
る
。
村
内
事
業
者
が
落
札
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
に
地
域

貢
献
度
の
加
点
を
国
、
県
等
に

要
望
し
て
き
た
。
今
後
も
引
き

続
き
強
く
要
望
し
て
い
く
の

で
、
議
会
も
同
様
の
対
応
を
さ

れ
た
い
。

　
問　
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
の
よ
う
に
我
々
の
生
活

に
お
い
て
、
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
。

　

災
害
時
に
起
こ
り
う
る
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
を
想
定
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
誰
一
人
残
さ
ず

避
難
で
き
る
よ
う
、
要
支
援
者

を
含
め
た
訓
練
、
夜
間
・
停
電

時
に
お
け
る
避
難
経
路
の
確
認

や
安
全
確
保
等
、
具
体
的
な
訓

練
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
の
考
え
を
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

能
登
半
島
地
震
で
の
死
者
の

う
ち
7
割
近
く
が
、
家
屋
倒
壊

に
伴
う
圧
迫
死
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
災
害
派
遣
に
よ
っ

て
喫
緊
の
課
題
は
、
家
屋
の
耐

震
化
で
あ
る
と
認
識
し
た
。
本

村
は
こ
れ
ま
で
国
・
県
の
補
助

金
を
活
用
し
な
が
ら
、
耐
震
診

断
、
設
計
、
改
修
を
推
進
し
て

き
た
。
し
か
し
、
本
村
の
耐
震

化
率
は
現
在
40
％
に
満
た
な
い

状
況
で
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
令
和
6

年
度
か
ら
耐
震
改
修
費
用
の
上

限
を
引
き
上
げ
、
耐
震
診
断
の

制
度
を
拡
充
し
た
。
部
分
改
修

等
も
啓
発
し
、
家
屋
の
耐
震
化

の
促
進
に
努
め
る
。

　

7
月
に
災
害
派
遣
報
告
会
を

予
定
し
て
い
る
。
訓
練
は
各
地

区
自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
と

の
連
携
の
も
と
計
画
し
、
今
年

度
は
地
震
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

要
支
援
者
の
抽
出
を
地
区
長

会
に
依
頼
し
て
お
り
、
抽
出
後

は
要
支
援
者
を
訪
問
し
、
理
解

を
得
て
各
地
区
自
主
防
災
組
織

等
と
情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
も
災
害
に
備
え
た
実
効

性
の
高
い
対
策
を
検
討
し
、
地

域
の
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
地
域
独
自
の
訓
練

等
も
全
力
で
支
援
す
る
。

吉
松
正
博
　
議
員

災
害
に
強
い
村
づ
く
り
に
つ

い
て

株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

の
包
括
連
携
協
定
に
つ
い
て

地
域
の
林
業
・
土
木
事
業
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て

皆
津
由
理
　
議
員

岡
田
元
生
　
議
員
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問　
議
会
の
行
政
報
告
で
株
式

会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
の
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
た
と
の
報

告
が
さ
れ
た
。
昨
年
10
月
の
議

会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
魚

梁
瀬
の
東
川
の
あ
め
ご
釣
り
エ

リ
ア
の
利
用
許
可
申
請
に
つ
い

て
の
説
明
が
さ
れ
た
。
以
降
、

議
会
に
対
し
て
協
定
に
つ
い
て

説
明
が
な
く
、
こ
の
包
括
連
携

協
定
で
は
、
地
域
の
活
性
化
及

び
産
業
・
観
光
振
興
等
に
つ
い

て
の
包
括
連
携
協
定
と
さ
れ
て

い
る
。
協
定
に
は
双
方
共
に
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生

じ
た
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治
法

第
2
条
で
は
、
地
方
公
共
団
体

は
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
住
民
の
福
祉
の
増

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し

て
い
る
。

　

こ
の
協
定
締
結
に
至
る
ま
で

に
同
様
な
事
例
の
経
費
負
担
や

効
果
に
つ
い
て
研
究
や
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
目
標
を
定
め

て
具
体
的
に
検
証
し
て
い
く
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

協
議
が
な
さ
れ
た
の
か
を
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

連
携
協
定
と
は
、地
域
が
抱

え
る
課
題
に
対
し
て
、自
治
体

と
民
間
企
業
等
が
双
方
の
強
み

を
生
か
し
て
、協
力
し
な
が
ら

課
題
解
決
に
向
け
て
連
携
し
て

い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。近
年

で
は
、民
間
企
業
が
持
つ
ノ
ウ

ハ
ウ
や
最
新
技
術
を
多
岐
に
わ

た
る
分
野
に
お
い
て
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
、民
間
企

業
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。本

村
に
お
い
て
も
地
域
の
課
題
や

住
民
ニ
ー
ズ
が
複
雑
多
様
化
し

て
い
る
。未
来
に
つ
な
ぐ
馬
路

村
を
行
政
の
力
だ
け
で
は
、全

て
を
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
。行
政
、団
体
、企

業
等
の
多
様
な
主
体
が
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
お
互
い

の
立
場
を
理
解
し
、対
等
な
関

係
で
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か

し
な
が
ら
、連
携
・
協
力
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と

の
協
定
は
、
包
括
的
な
連
携
の

も
と
互
い
の
地
域
振
興
に
関
す

る
知
見
や
人
的
資
源
等
の
活
用

と
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
力
に
よ
る

新
た
な
資
源
の
発
掘
、
そ
し
て

活
用
に
よ
る
観
光
振
興
の
促
進

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
発
展
と
村
の
諸
事
業
の
拡

充
や
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
協
定
を
き
っ
か
け

に
村
の
課
題
を
共
有
し
、
ウ
ィ

ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
意
識
し

て
協
議
を
し
て
い
る
。
具
体
的

な
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
双
方

協
議
の
う
え
決
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
県
補
助
金
を
得
て
、

今
年
度
に
馬
路
村
観
光
の
基
本

構
想
を
策
定
す
る
。
基
本
構
想

を
も
と
に
、
規
模
や
適
正
な
事

業
費
を
議
会
と
協
議
し
、
投
資

に
よ
り
村
に
ど
の
よ
う
な
経
済

効
果
が
あ
る
か
を
基
本
的
に
判

断
し
て
い
き
た
い
。

問　
診
療
所
で
は
週
4
日
の
診

療
日
の
う
ち
、
火
曜
日
と
木
曜

日
の
午
前
中
を
健
診
日
と
し

て
、
村
民
の
健
康
維
持
に
努
め

て
い
る
。

　

先
日
健
診
を
申
し
込
ん
だ

ら
、
エ
コ
ー
検
査
と
前
立
腺
が

ん
検
査
に
つ
い
て
は
自
費
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
額
が

少
額
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
健

診
の
み
な
ら
ず
、
負
担
額
に
よ

り
健
診
を
受
け
な
い
方
が
多
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

れ
る
。
自
費
に
変
更
し
た
理
由

は
何
な
の
か
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
負
担
で
健
康
診
査
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
村
が
補
助
を
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
対
応

に
つ
い
て
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

特
定
健
診
は
無
料
で
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
検
査

は
オ
プ
シ
ョ
ン
対
応
で
全
額
自

己
負
担
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
医
療

行
為
と
し
て
検
査
を
実
施
す
る

場
合
も
あ
る
。
保
健
衛
生
事
業

と
し
て
任
意
受
診
の
各
種
が
ん

検
診
等
は
中
芸
広
域
連
合
が
実

施
し
て
お
り
、
費
用
は
中
芸
広

域
連
合
健
康
診
査
費
用
徴
収
規

則
で
定
め
ら
れ
た
自
己
負
担
額

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
村
独

自
で
検
診
の
費
用
支
援
や
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
事
業
も
実
施
し

て
い
る
。

　

健
診
を
受
け
る
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
る
の
で
、
引
き
続
き

積
極
的
な
受
診
勧
奨
に
努
め

る
。
ま
た
、
情
報
収
集
と
と
も

に
、
ニ
ー
ズ
把
握
な
ど
行
い
な

が
ら
、
費
用
負
担
の
軽
減
や
効

果
的
な
検
査
項
目
の
選
定
に
つ

い
て
、
中
芸
広
域
連
合
と
の
調

整
を
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。委

員
会
の
活
動
報
告

　
■
5
月
31
日

　

令
和
6
年
第
2
回
定
例
会
の

日
程
、
議
案
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

　

ま
た
、1
件
の
意
見
書
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
し
、
不
採
択
と

し
た
。

健
康
診
査
の
負
担
増
額
の
理

由
と
村
の
補
助
に
つ
い
て

出欠状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：出席　×：欠席　

岡
田
元
生

枦
山
民
夫

山
中　

隆

皆
津
由
理

吉
松
正
博

岩
城
勝
則

小
松　

博

五
味
隆
仁

5 月 31 日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
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血管糖化度（AGEs）測定Let’ s エクササイズ～ストレス解消とリラックス！

ストレッチポール＆ウェーブリングで骨盤調整 姿勢分析＆ミニゲーム

ヨガで体幹・足腰強化 転倒リスクチェック

ピラティスで脂肪燃焼 体組成計

8 月28日（水）

日　程 テ  ー  マ 健 康 機 器

9月10日（火）

10月22日（火）

12月 4 日（水）

　場　所：馬路村集会センターうまなび
　時　間： 8 月　　　18：00～19：00　【受付】17：30～
　　　　　9月以降　14：00～15：00　【受付】13：30～
　持ち物：室内履き、水分補給できるもの 　　服　装：軽い運動のできる服装

　後期高齢者医療の被保険者を対象とした健康教室を実施しています。第 l 回は、管理栄養士を講師に迎
え各地区のあったかふれあいセンターで、フレイル（虚弱）予防と食の講義、日々 の食事で気を付けるポイント
や簡単な調理の工夫について学習会を行い、各会場で10 人ほどご参加いただきました。
　参加者の皆さまからは、「普段の食事を振り返ることができた。普段からバランスのよい食事ができていること
が分かりうれしかった」「たんぱく質を毎食取るのは難しいと思ったが、意識して取るようにしたい」といった感
想があり、普段の運動や集いの場への参加と併せ、食事の大切さを改めて認識する良い機会となりました。
　第 2回については、歯科衛生士による口腔ケアをテーマにした学習会を1月に実施予定です。

　後期高齢者の健康教室

健康教室のご案内健康教室のご案内カラダ★
リセット

村では、村民の皆さんを対象とした健康教室を開催しています。

　運動って楽しい！を感じていただき、身体の内側から健康になりませんか？
　ストレス解消とリラックスなど、毎回テーマや健康機器を変えながら実施してい
ます。8月は身体の老化度が分かる血管糖化度の測定を行います。生活習慣の成
績表として、健康や美容業界で注目されている健康機器です。
　今年度は残すところあと 4 回となりました。年度の途中からでも参加できますの
で、興味のある方はぜひお立ち寄りください。

■予定

健  康
教  室
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リチウムイオンバッテリー内蔵家電
（主にコードレスで動くもの、充電式のもの）

処理現場での火災の原因になります。
絶対にごみに出さないでください。

家電量販店などの回収協力店へ
出してください。

使い切り、ガスを抜いた後、同じも
のでまとめて有害物の収集日（毎月
第１火曜日）に出すか、役場駐輪
場及び魚梁瀬支所に設置の有害物
収集ボックスに出してください。

ガス缶、ライターや電池、
煙の出る殺虫剤など

使い切ったものや、ガスを抜いた
後のものでもリサイクルごみや一
般ごみとして出さないでください。

村では収集を行う
ことができません

間違いやすいプラスチックごみの分別について間違いやすいプラスチックごみの分別について
よくある間違ったプラスチックごみの
出し方と正しい分別方法を整理しました。
ごみの出し方の参考にしていただき、
環境保護へのご協力をお願いします。

プラスチック製の小型電化製品、
衣装ケースやプラバケツ、使い捨て
カミソリ、タッパーなどの小物類

汚れのついたままの
食品トレイやパック類など

水曜日に収集を行っている容器包
装プラスチックとは、中身を取り出
したり使い切った後、不要となる
プラスチック製の容器や包装のこ
とを言います。
プラスチック製でも衣装ケースや
使い捨てカミソリなど、製品自体
が商品になるものや、容器や包
装ではないものは、容器包装プラ
スチックではありません。

容器包装ではない
プラスチック製のごみ
➡一般ごみまたは粗大ごみ

水ですすいで汚れを落とした
容器包装プラスチックごみ
➡容器包装プラスチック

汚れやにおいが落ちない
容器包装プラスチックごみ
➡一般ごみ

！　注意　！
収集した容器包装プラスチックごみは、手作業で不適切物を
取り除いた後、リサイクル事業者に引き渡しています。
汚れたものや不適切物があると、資源としてリサイクルすること
ができません。

容器包装
プラスチック

ごみの出し方についてごみの出し方について
～間違った分別は火災の原因になります～～間違った分別は火災の原因になります～

　ポイント 〇正解ごみの種類

　ポイント 〇正解ごみの種類

間違ったごみの出し方に由来するごみ処理場や収集車の火災が安芸管内でたびたび発生しています。
（令和５年度でボヤ・火災が３８回発生）リチウムイオンバッテリーや有害物については特に注意し、
以下のとおり分別・処分を行うようにご協力をお願いします。

リサイクル
ごみ

一般
ごみ

！

！
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ニュージーランドのコーヒーとカフェ文化
　ニュージーランドは、豊かな自然だけでなく、コーヒー文化も有名です。
　カフェはエスプレッソベースのコーヒーが主流で、「フラットホワイト」が特に
人気です。微細な泡立てたミルクをエスプレッソに注いだフラットホワイトは、滑
らかな口当たりが特徴です。多くのカフェが自家焙煎した高品質なコーヒー豆を

使用しており、その新鮮さと風味の豊かさ
で地元の人々や観光客に愛されていま
す。
　また、おいしい朝食も楽しめます。代表
的なメニューには、マッシュしたアボカド
をトーストにのせ、ポーチドエッグやスモー
クサーモンをトッピングした「アボカドトースト」があります。「エッグベネ
ディクト」や「ビッグブレックファー

スト」も人気で、ポーチドエッグ、ハムやベーコン、グリルドトマトなどが一
皿に盛り付けられています。
　カフェは、友人とのおしゃべり、ビジネスミーティング、読書、リモートワ
ークなど多用途に利用され、人々が集まり交流する場です。バリスタの技
術も高く、ラテアートが一般的で視覚的にも楽しめます。バリスタコンペテ
ィションやトレーニングプログラムも盛んに行われ、コーヒーへの情熱と専
門知識が日々深まっています。
　ニュージーランドのカフェは飲食の場を超え、コミュニティの中心となっています。

　6月22日から、日本の天皇と皇后は英
国を訪れ、チャールズ3世国王とカミラ王
妃と8日間の公式訪問を行いました。これ
を機に、私たちの国々の歴史について書
こうと思います。
　両国の公式なつながりは1611年に始ま
りました。ウィリアム・アダムズ（三浦按
針）という、初めて日本に到達したイギリ
ス人が、徳川家康に貿易を招待する手紙を送りました。
　1613年の6月、イギリスの船が平戸市（長崎県）に到着し、そこで贈り物が交
換され、イギリスからは金メッキ製の長さが2メートルの銀製望遠鏡が、そして
日本からは2つの美しい漆塗りのよろいが贈られました。残念ながら、望遠鏡

は歴史の中で失われましたが、2つのよろいは現在ロンドン塔で見ることができま
す。これらの贈り物を通じて、徳川家康とジェームズ1世の間で通信が始まりました。

　徳川家康：「十万里の雲と波に隔てられていても、我が領土は互いに近くあるかのようで
ある。」

　ジェームズ1世：「我が国でも、日本の大名の偉大さについて確実に耳にしている。ゆえ
に、我 は々今後とも、何の区別や隔たりもなく日本と通信することを誓う。」

　こうして、私たちの2つの島国の400年以上にわたる関係が始まりました。

ALT（外国語指導助手）
ジョーンズ・ジョセフ

（Jones Joseph Robert Michael）

CIR（国際交流員）
ヒパンゴ・ウィレム
（Hipango Wiremu Kingi）

▶
ジ
ェ
ー
ム
ズ
1
世
へ
の
よ
ろ
い
の
贈
り
物

ALT（外国語指導助手） ＆ CIR（国際交流員） コーナー

▲儀仗（ぎじょう）隊の点検の様子
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　■日　　時：令和６年８月１５日（木）　午後６時～　鳴子踊り開始
　■集合場所：参加いただける方は、開始の１０分前（午後５時５０分）までに
　　　　　　　馬路森林鉄道駅舎前（馬路温泉上）にお越しください。
　■備　　考：本年度から集合場所を変更しておりますので
　　　　　　  ご注意ください。
　　　　　　　

　８月１５日（木）に馬路納涼祭を開催します！
　開催するにあたって、鳴子踊り子隊として一緒に盛り上げてくれる方を募集しております。
　参加していただける方は、以下に記載の集合場所にお集まりください。

馬路納涼祭における鳴子踊り子隊参加者募集中！

　《問い合わせ先》 
　　　馬路納涼祭実行委員会（馬路村役場地域振興課内）　
　　　　　　　　　　　　　　　TEL：（8）44－2114

　
こ
れ
ま
で
は
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年
1
回
実
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日
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ま
す
。

　
初
め
て
の
試
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と
な
り
ま
す
が
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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年
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す

6
月
の
村
内
一
斉
清
掃
を
9
日
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日
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午
前
中
に
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施
し
ま
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た
。
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◆
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日
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て
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く
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皆
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ん
に
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夫
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て
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組
ん
で
い
た
だ
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り
、
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内
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が
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と
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に
見
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る
ほ
ど
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に
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り
ま
し
た
。

　
◆
　
　
　
　
　
◆
　

　
観
光
シ
ー
ズ
ン
前
の
お
も
て
な
し
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
の
清
掃
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域
の
皆
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一
度
に
集

ま
る
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と
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ら
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交

を
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め
る
機
会
に
も
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ま
す
。

　
今
後
と
も
一
斉
清
掃
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

村
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

村
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

全
地
区
で
4
3
5
人
の
参
加

9
月
8
日
に
再
度
実
施
し
ま
す
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問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（安田町役場日本遺産推進室内）
☎：30－1865　　FAX：30－1866
メール：yuzurintetsu＠mk.pikara.ne.jp
H　 P：https://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

　当協議会は、中芸地域にある素晴らしい魅力を持つ資源（人・自然・文化など）を活用して人を呼び込み、
中芸地域がもっと元気になることを目指して、いくつもの小さな体験プログラムを短期間に集中して実施する
「オンパク手法」のイベント「ゆずFeS」を、平成29年度から開催しています。
　ゆずFeSでは、中芸5町村に在住している方々など中芸地域を愛する案内人が、日本遺産に認定された中
芸地域の魅力を地域内外の方々に伝えるために、中芸地域を舞台にした期間限定の体験プログラムを企画・
実施しています。
　第11回となる今回は、人気のゆず狩り・ゆず搾り体験、日本遺産中芸ゆずと森林鉄道ガイド会による森林
鉄道の遺構を巡るガイドツアー（バス、E－バイク、徒歩の3種類）、ダム見学ツアー、また、今回初となるスプレ
ーアート体験や海辺でのサウナ体験、アユのつかみ取り体験など、25の体験プログラムを予定しています。
　ゆずFeSに参加して中芸地域の食や歴史、芸術を体験してみませんか？詳細については、下記の協議会事
務局までお問い合わせください。

【第 11回ゆず FeSの開催について】

～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol. 85 ～
日本遺産　第 3号認定　登録番号 051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

ゆず収穫体験 E－バイクガイドツアー ダム見学ツアー

スプレーアート 海辺でサウナ アユのつかみ取り

・Facebook・HP ・Instagram ・ガイドコース
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8 月・9 月 むらの行事予定8 月・9 月 むらの行事予定
8　　月

1 木 夏休み子ども体験教室（金林寺）10：00 〜

2 金

3 土

4 日

5 月 夏休み子ども体験教室（馬路村集会センターうまなび）13：30 〜

6 火 有害物収集

7 水 乳児健診（奈半利町防災センター）

8 木 半熟たまご塾（馬路村集会センターうまなび）

9 金
人権相談所（魚梁瀬多目的施設）　10：00〜15：00
行政相談所（魚梁瀬多目的施設）　10：00〜12：00
馬路村言語交換ひろば（馬路村集会センターうまなび）18：00〜
古紙回収（魚梁瀬）

10 土

11 日 山の日

12 月 中学校野球選手権大会　　　　　　　　　  振替休日

13 火 リサイクル回収　　　　　　　　　　　　  

14 水

15 木 馬路納涼祭（馬路温泉駐車場）
卓球夏季中学 1 年生大会・中学学年別夏季卓球大会

16 金 中学学年別夏季卓球大会

17 土

18 日

19 月

20 火 朝日出山大杉祈願祭

21 水

22 木

23 金 馬路村言語交換ひろば（馬路村集会センターうまなび）18：00〜
古紙回収（馬路）

24 土 魚梁瀬地区 PTA 親子研修

25 日

26 月 とらまる人形劇「風がはこんだ大ぼうけん」
（集会センターうまなび）10：30 〜

27 火 リサイクル回収

28 水 イングリッシュキャンプ（〜 29 日）（魚梁瀬オートキャンプ場）

29 木

30 金 馬路村食生活改善推進協議会「やさいの日キャンペーン」（村内）

31 土 中学学年別秋季卓球大会（県民体育館）

9　　月
1 日

2 月 村内小中学校始業式

3 火 有害物収集

4 水 乳児健診（奈半利町防災センター）

5 木

6 金

7 土 中学学年別秋季卓球大会（県民体育館）

8 日 村内一斉清掃

9 月

10 火 リサイクル回収

11 水

12 木 県立移動図書館巡回（魚梁瀬多目的施設）11：10〜11：50

13 金 古紙回収（魚梁瀬）

14 土 第40回馬路おしどりマラソン大会前夜祭
馬路保・小・中学校合同運動会（村民グラウンド）9：00〜

15 日 第 40 回馬路おしどりマラソン大会

16 月 敬老の日

17 火

18 水 1 歳 6 カ月、3 歳児健診（奈半利町防災センター）

19 木

20 金

21 土 中学秋季卓球選手権大会（県民体育館）

22 日 秋分の日

23 月 振替休日

24 火 リサイクル回収

25 水

26 木 敬老会（魚梁瀬多目的施設）

27 金 敬老会（集会センターうまなび）　　古紙回収（馬路）
馬路村言語交換ひろば（馬路村集会センターうまなび）18：00〜

28 土 魚梁瀬小・中学校・魚梁瀬地区民合同運動会

29 日

30 月 馬路中学校 3 年生保育実習（馬路保育所）

人　　口
月中異動

増　　加 減　　少 現在
人口合計出生 転入 職権 計 死亡 転出 職権 計

6　月 0 3 0 3 3 1 0 4 774
7　月 1 0 0 1 1 0 0 1 774

馬路村特別村民  12,385 人
（7 月 31 日現在）

馬　路　636 人、323 世帯
魚梁瀬　138 人、　 87 世帯
　（外国人含む）
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村内あちらこちら

7月

6月

編集発行 

▲

馬路村教育委員会
住所 〒781-6201 高知県安芸郡馬路村大字馬路443

ＴＥＬ  ０８８７－４４－２２１６  ＦＡＸ ０８８７－４２－１０１０

Ｅ‐ｍａｉｌ  ｋｙｏｕｉｋｕ＠ｖｉｌｌ．ｕｍａｊｉ．ｋｏｃｈｉ．ｊｐ

印     刷 

▲

株式会社 高知新聞総合印刷

 4 日 能登半島地震災害派遣報告会
 （馬路村集会センターうまなび）
 9 日 魚梁瀬地区卓球大会（魚梁瀬体育館）
 馬路小学校校内水泳大会
18日 魚梁瀬小・中学校校内水泳大会
20日 フェスティバル魚梁瀬（丸山公園）
25日 中芸地区水泳交換会（田野小学校）
 魚梁瀬地区ソフトボール大会
 （魚梁瀬小中学校運動場）
28日 中芸広域連合消防大会（田野町）
30日 夏休み体験教室「森林学習と木工作」
 （馬路村集会センターうまなび）
 能登半島地震災害派遣報告会
 （魚梁瀬多目的施設）

 9 日 村内一斉清掃
11日 魚梁瀬体育会長杯ビーチボールバレー大会
 （魚梁瀬体育館）
12日 狂犬病予防注射
 馬路村キャリア教育講演会
 （馬路村集会センターうまなび）
20日 馬路地区スカッシュバレーボール大会
 （馬路体育館）
22日 「ケロケロ祭り」魚梁瀬ふるさと劇団杉ぼっくり
 （魚梁瀬多目的施設）
26日 人権講演会「光平のHOTなコンサート」
 （馬路村集会センターうまなび）
30日 高知県消防操法大会（いの町消防学校）

7月4日　能登半島地震災害派遣報告会（馬路村集会センターうまなび）

6月12日　馬路村キャリア教育講演会（馬路村集会センターうまなび）

6月22日　「ケロケロ祭り」（魚梁瀬多目的施設）

6月26日　人権講演会「光平のHOTなコンサート」（馬路村集会センターうまなび）

7月9日　魚梁瀬地区卓球大会（魚梁瀬体育館）


